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山梨市都市計画マスタープランの位置付け
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山梨県都市計画マスタープランにおいて

山梨市駅周辺を含む都市機能誘導区域が「地域拠点」の位置付け

「地域拠点」
都市圏域の自立を支え、牽引する

拠点として、行政、医療、教育、文化、

商業等の多様な都市機能のうち、生

活圏や経済活動の広がりに応じ複数

の都市機能を有し、不足する機能は

地域拠点間同士もしくは広域拠点と

の連携により互いに補完する拠点。



山梨市都市計画マスタープランの特徴
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（跡地の概要）
主要市街地・交通について

①山梨市駅～市役所～東山梨駅
周辺 中心市街地

②国道140号を幹線として各県道・
市道を結ぶ

③スリーアクセス スタイル

１）ＪR中央線

２）中央道

３）西関東連絡道路
（新環状道路⇒リニア）

令和２年９月策定



山梨市立地適正化計画について
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■居住誘導区域

人口密度を維持することにより、医

療・福祉・商業等の日常生活に必要

なサービス（都市機能）や公共施設、

公共交通が維持・確保されるよう居住

を誘導する区域です。

■都市機能誘導区域

医療・福祉・商業等の日常生活サービ

スの都市機能を誘導し集約することに

より、これらの各種サービスの効率的

な提供を受けることができる区域です。

■副次拠点

市の中心部に位置し、中心拠点を補完す

る副次的な役割が期待され、樹園地との共

生も配慮した整備により、人口定着と魅力

ある都市施設等の誘致を図ります。

令和元年６月策定



予想される影響事業（道路）
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■ 新山梨環状道路＋中部横断自動車道

甲府盆地の
将来道路網
（～２０２７年）

高規格道路
約４０㎞／周
４０分程度

山梨市⇔リニア駅 （１５㎞ 20分）



予想される影響事業（リニア新幹線）
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山梨市とリニアとの関係について
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■ リニア効果➡ スーパーメガリージョン効果

山梨市⇔リニア駅（１５㎞ 20分）



新たに予想される影響事業（住み替え、仕事）
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